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第第２２章章  第第二二次次伊伊東東市市環環境境基基本本計計画画年年次次報報告告  

 

１ 令和２年度の環境指標の状況等 

環境分野 指　標
平成２３年度
（基準）

令和２年度
（実績）

指標の状況等
令和４年度
（目標）

光化学オキシダントの注意報

発令回数　※１
０回 ０回

ばい煙発生施設が少なく、気象条

件に恵まれたこともあり、良好な
大気環境が保たれました。

０回

本市内の測定局における二酸
化窒素の測定結果　※２

０．０２
ｐｐｍ

０．０１１
ｐｐｍ

前年に引き続き、環境基準を下

回っており、良好な大気環境が保
たれました。

０．０２
ｐｐｍ以下

伊東大川下流のＢＯＤ測定結
果（７５％値）※３

１．５ｍｇ／ℓ ０．８ｍｇ／ℓ

渚橋附近の水質は国の河川におけ

る環境基準（B類型）の基準値以

下を維持しています。

１．３
ｍｇ／ℓ以下

下水道整備面積
（昭和３３年からの累計）

５６５．５ｈａ ５９５．４ｈａ
伊東市公共下水道事業計画に基づ
き、伊東処理区及び荻・十足処理

区の管きょ整備を行いました。

６０５．３ｈａ

合併処理浄化槽補助事業によ
る設置累計基数

（平成２年からの累計）

５７８基 ７８７基
伊東市公共下水道事業計画区域
内・外において、合併処理浄化槽

の設置を推進しました。

８３６基

１－３

土壌環境
土壌汚染地域の指定件数 １件 ０件

土壌汚染地域の指定はありませ

ん。
０件

１－４

その他
生活環境

悪臭・騒音・振動の苦情件数 １０件 ０件

悪臭防止法、騒音・振動規制法違

反に該当する苦情はありませんで
した。

５件以下

２－２

身近な

自然

都市計画公園一人当たりの面

積
７．２５㎡ ８．０８㎡

人口減少に伴い、１人当たりの公

園面積が増加しました。

54.0ha/66,758人（人口はR3.3.31

現在の住民基本台帳による）

８．５㎡

２－３
歴史的・

文化的環境

歴史文化に触れた人数 １２，６１１人 ４，１７６人

新型コロナウイルス感染症拡大の

影響により、文化施設での入館者
数が減少し、芸術文化に触れる機

会も減少しました。

１７，０００人

１－１
大気環境

１－２
水環境
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環境分野 指　標
平成２３年度
（基準）

令和２年度
（実績）

指標の状況等
令和４年度
（目標）

一人一日当たりのごみ排出量 １，３００ｇ １,３０２ｇ

人口の減少によりごみの総排出量

は減少しているものの、人口の減
少率に見合うほどの減少ではな

かったため、一人一日当たりのご
み排出量は増加しました。

１，２４０ｇ

一般廃棄物の総排出量に対す

るリサイクル率
１９．６％ １８．５％

紙類、びん、カンの回収量が減少
したため、リサイクル率が減少し

ました。

２２．８％

市補助制度の家庭用生ごみ処

理機設置世帯数
（平成６年度からの累計）

１，５４２世帯 １,７５６世帯

15世帯20基に対して家庭用生ごみ

処理容器等設置の補助を行いまし
た。

２，３９９世帯

３－２

資源・
エネルギー

太陽光発電システム設置件数 ７３０世帯 １,７６７世帯

伊東市住宅用新エネルギー及び省

エネルギー機器設置費支援事業
（H29開始）により、市民の住宅

69世帯へ新エネルギー及び省エネ
ルギー機器の設置を支援しまし

た。（太陽光発電システム30件、
家庭用燃料電池システム1件、高

効率給湯器44件、リチウムイオン
蓄電池システム27件、家庭用エネ

ルギー管理システム13件、計115

件）

２，５００世帯

３－３

地球環境

伊東市役所の温室効果ガス総

排出量

１３，４２３

ｔ-ＣＯ２

１２，５８３

ｔ-ＣＯ２

電気使用量が昨年度と比べてさほ

ど変化がない。新型コロナウイル

スの影響でリモート会議が増えた
ため、自動車使用による温室効果

ガスは削減したが、小中学校の空
調設備が完備されたことでLPGの

増加が顕著だった。そのため、温
室効果ガス総排出量は昨年と比べ

て20ｔ-CO₂増加しました。

１１，１８１

ｔ-ＣＯ２

図書館における環境資料の蔵

書数
４３５冊 ５７３冊

環境教育や環境報法に関する本等
の環境関連資料を２２冊購入しま

した。

６００冊

環境学習講座の参加人数 １１０人

７４９人

※４

環境美化センター見学に358人、

ふるさと教室に294人、アース
キッズ事業に97人が参加しまし

た。

６８０人

４－１

環境学習

３－１

廃棄物

 

※１…光化学オキシダント注意報発令基準は、光化学オキシダント濃度の１時間値が０．１２ｐｐｍ以上

で、気象条件からみて当該大気の汚染の状態が継続し、被害が発生すると認められるとき。 

※２…二酸化窒素の環境基準は、１時間値の１日平均値が０．０４ｐｐｍから０．０６ｐｐｍまでのゾー

ン内又はそれ以下であること。（測定局：伊東市役所内） 

   静岡県 HP、令和 2 年度大気汚染及び水質汚濁等の状況より抜粋 

※３…伊東大川下流の国の環境基準は、河川Ｂ類型でＢＯＤ(生物化学的酸素要求量)３ｍｇ／ℓ以下である。 

   静岡県 HP、令和 2 年度大気汚染及び水質汚濁等の状況より抜粋 

※４…平成２９年度の第二次環境基本計画見直しの際、環境美化センターの見学人数を指標に追加している。 
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２ 施策の実施状況 

 

〔評価概要〕  

令令和和２２年年度度ににおおけけるる各各課課取取組組施施策策のの目目標標達達成成状状況況                ８８６６．．４４％％  
上記達成状況は「目標達成」の１２０件を合計したものです。 

令和２年度においては、評価が「目標以下」となった取組は２件（１．４％）でした。また 

「その他」については１７件（１２．２％）で、取り組む必要がなかった又は評価の対象となら

なかったもの等です。 

〔評価集計表（単位：各課取組数）〕 

基基本本目目標標①①  ききれれいいなな空空気気  おおいいししいい水水  心心安安ららぐぐ  環環境境ののままちちづづくくりり  

環 境 分 野 目標以上 目標達成 目標以下 その他 計 

１－１ 大気環境  8   8 

１－２ 水環境  9 1  10 

１－３ 土壌環境  4   4 

１－４ その他生活環境  11   11 

小 計  32 1  33 

基基本本目目標標②②  恵恵ままれれたた環環境境をを守守りり育育ててるる  自自然然豊豊かかななままちちづづくくりり  

環 境 分 野 目標以上 目標達成 目標以下 その他 計 

２－１ 自然環境  15  1 16 

２－２ 身近な自然  9  1 10 

２－３ 歴史的・文化的環境  5  1 6 

小 計  29  3 32 

基基本本目目標標③③  資資源源をを大大切切ににしし  環環境境ににややささししいいままちちづづくくりり 

環 境 分 野 目標以上 目標達成 目標以下 その他 計 

３－１ 廃棄物  14   14 

３－２ 資源・エネルギー  17 1 4 22 

３－３ 地球環境  6  1 7 

小 計  37 1 5 43 

基基本本目目標標④④  みみんんななでで学学びび  よよりりよよいい豊豊かかなな環環境境ののままちちづづくくりり  

環 境 分 野 目標以上 目標達成 目標以下 その他 計 

４－１ 環境学習  11  2 13 

４－２ 環境保全活動・環境配慮  11  7 18 

小 計  22  9 31 

合合  計計 

  目標以上 目標達成 目標以下 その他 計 

合 計  120 2 17 139 

取組総数に占める割合 0％ 86.4％ 1.4％ 12.2％ 100％ 
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〔各施策の実施状況〕 

 

１－１ 大気環境 

 

1-1-1 大気監視体制の整備・充実 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

県と連携し、必要に応じて観測地

点・項目の追加などを検討します。 

《実績》 

県から光化学オキシダントや PM2.5

等の大気環境の測定結果等の情報

を取得するとともに、観測地点・項

目の追加の必要性について検討し

ました。県所有の大気測定車による

PM2.5 測定や本市測定局の大気測定

の結果から、本市の大気環境が安定

的に良好な状態であることを確認

できました。また、環境省と連携を

図り、平成 28 年度から花粉自動計

測器を市役所屋上に設置し、花粉観

測データの収集に努めました。 

《評価》目標達成 

 

光化学オキシダントや PM2.5等の大

気汚染物質に関して、県と連携して

監視体制等継続します。また、注意

報等発令時に速やかに伝達できる

よう、関係機関との連絡調整に努め

ます。 

 

 

 

 

 

 

【環境課】 

 

1-1-2 自動車排ガス対策 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

アイドリングストップ運動など、環

境に配慮した自動車の運転の普及

啓発に努めます。 

《実績》 

アイドリングストップについて、6

月の環境月間にチラシを配布し、11

月のエコドライブ推進月間では、広

報紙で呼びかけを行い、環境に対す

る市民の意識向上を図りました。 

《評価》目標達成 

 

6 月の環境月間、11 月のエコドライ

ブ推進月間を周知し、アイドリング

ストップ運動など環境に配慮した

運転の普及啓発に努めます。 

 

【環境課】 
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公共交通機関や自転車の利用の普

及啓発に努めます。 

《実績》 

伊東市地域公共交通網形成計画に

基づき持続可能な公共交通の維持、

確保、改善のため、交通空白地域に

おける新たな交通手段について、地

域住民や交通事業者と協議を重ね

たほか、住民アンケートを実施しま

した。 

 

《評価》目標達成 

 

地域住民や交通事業者との協議を

継続することに加え、伊東市地域公

共交通網形成計画の具体的取組で

あるバスの乗り場案内改善、鉄道と

路線バスの接続の向上、バスの乗り

方教室、UD タクシー購入補助、広報

啓発活動の充実を図ってまいりま

す。 

【都市計画課】 

環境への負荷の少ない低公害車や

無公害車の普及啓発に努めます。 

《実績》 

クリーンエネルギー自動車や水素

ステーションについてのリーフレ

ットを環境課窓口に配架し、低公害

車や無公害車に関する情報の発信

に努めました。 

《評価》目標達成 

 

環境への負荷が少ない低公害車や

無公害車に関する情報を積極的に

収集し、情報の発信に努めます。 

 

 

【環境課】 

必要以上のマイカー利用の抑制の

ため、バス・鉄道事業者、関係団体、

市民などとともに、総合的な交通施

策を検討します。 

《実績》 

伊東市地域公共交通網形成計画に

基づき持続可能な公共交通の維持、

確保、改善のため、交通空白地域に

おける新たな交通手段について、地

域住民や交通事業者と協議を重ね

たほか、住民アンケートを実施しま

した。 

《評価》目標達成 

 

地域住民や交通事業者との協議を

継続することに加え、伊東市地域公

共交通網形成計画の具体的取組で

あるバスの乗り場案内改善、鉄道と

路線バスの接続の向上、バスの乗り

方教室、UD タクシー購入補助、広報

啓発活動の充実を図ってまいりま

す。       【都市計画課】 

公用車の低公害車や無公害車への

更新を推進します。 

《実績》 

今年度は車両の廃車を 17 台及び新

規導入は緊急車両を含め 7 台であ

り、前年度からは、10 台減少となり、

全ての車両について排気ガス対策

に努めました。 

《評価》目標達成 

 

導入から 18 年以上経過している車

両は、順次入れ替えを図り、低公害

車両や電気自動車などの無公害車

両への更新を推進します。 

 

【財政課】 
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1-1-3 工場・事業所対策 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

工場・事業所に対して、大気汚染の

防止に関する啓発を行います。ま

た、県と連携し、大気汚染防止法や

県条例に基づき、特定工場等に対し

て立入検査を実施するなど規制・監

視を行い、工場・事業所からの環境

負荷の低減を図ります。 

《実績》 

資料やリーフレットを環境課窓口に

配架し、ばい煙発生施設届出書等の

提出時に事業者へ情報提供を行いま

した。また、県と連携し、特定工場

等に対して立入検査を 3 件行い、指

導確認をしました。 

《評価》目標達成 

 

県と連携し、大気汚染の防止に関す

る啓発を行うとともに、法令に基づ

く規制・監視を行います。 

 

    

 

【環境課】 

県の融資制度等を案内します。 《実績》 

県からのリーフレット等を環境課

窓口にて配架し、事業者に対し経営

改善資金制度に関する情報提供を

行いました。 

《評価》目標達成 

 

県からリーフレット等を取得し、環

境に配慮した施設・設備等購入のた

めの融資制度を来庁した事業者に

環境課窓口にて案内します。 

【環境課】 

 

１－２ 水環境 

 

1-2-1 水環境の監視体制の整備・充実 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

県と連携し、必要に応じて観測地

点・項目の追加などを検討します。 

《実績》 

県から河川・海域等の水環境の測定

結果等の情報を取得するとともに、

地点・項目の追加の必要を検討しま

した。 

《評価》目標達成 

 

県から提供される水質に関する調

査結果に基づき、必要に応じて監視

体制の整備を実施します。 

 

【環境課】 

必要に応じ、伊東大川支流、その他

河川及び一碧湖の水質測定を実施

していきます。 

《実績》 

伊東大川支流及びその他河川等 15

地点の水質測定を実施し、水質状況

が概ね良好であることを確認し、市

ホームページに公表しました。 

 

《評価》目標達成 

 

良好な水質環境の保全を図るため、

河川等の水質測定を継続して実施

します。（2 か年で市内 31 地点全て

検査します。令和 3 年度は、16 地点

の水質検査を行う予定です。） 

【環境課】 
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1-2-2 生活排水対策 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

公共下水道全体計画区域外では、合

併処理浄化槽による整備を推進し

ます。 

《実績》 

合併処理浄化槽補助事業により、

公共下水道全体計画区域外では、合

併処理浄化槽が 11 基設置されまし

た。 

《評価》目標達成 

 

広報紙及び市 HP による PR に努め、

本事業の周知を図ります。 

 

 

【下水道課】 

公共下水道事業計画区域内の整備

率向上を目指して、整備効率の高い

川奈地区へ管路網の整備を推進し

ます。 

《実績》 

伊東処理区 0.69ha、荻・十足処理区

0.21ha を整備しました。 

《評価》目標以下 

理由：整備済みであっても、未供用

のため、整備面積に反映されないた

め 

 

川奈駅付近の管きょ整備を行うと

共に沿線の面整備を推進します。 

 

 

【下水道課】 

川奈地区の地域汚水処理区域にお

いては、水無田地区の公共下水道へ

の統合を見据えて、老朽化対策を図

り、管きょ・処理施設の安全で効率

的な維持管理と安定した水質管理

を目指します。 

《実績》 

既設老朽管 119.0ｍを改築し、また、

川奈中継ポンプ場の発電機を効率の

良い機器と交換しました。 

 

《評価》目標達成 

 

管きょについては、調査結果を基に

効率的な改築工事を行います。 

施設については、引き続き適正な維

持管理を行い、安定した水管理に努

めます。      【下水道課】 

下水道の日（9 月 10 日）や小学生の

施設見学等を通じ、下水道の意義、

効用についての知識を高める PR 活

動を行い、下水道に関する市民意識

の高揚を図ります。 

《実績》 

小学生等 356人が湯川終末処理場の

施設見学を行い、市民ロビーでは、

イラスト等による下水道事業の PR

活動を行ったことにより、下水道に

関する市民意識の高揚が図られま

した。 

《評価》目標達成 

 

施設見学、接続促進のための広報紙

等による PR を実施し、下水道への

理解を深め、接続率の向上に努めま

す。 

 

 

【下水道課】 

浄化槽法に定められた維持管理に

ついて浄化槽設置者に対して講習

会等を通じて周知徹底を図ります。 

《実績》 

10 月の広報紙において、浄化槽の維

持管理に係る啓発を行いました。講

習会は新型コロナウイルスの影響

で Youtubeによる動画掲載としまし

た。 

 

《評価》目標達成 

 

保健所との連携による新規浄化槽

設置者に対する講習会の開催や広

報紙等の活用により、周知徹底を図

ります。また、熱海市での浄化槽講

習会に伊東市民も参加できるよう

参加機会の拡大を図ります。 

【環境課】 
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工場・事業所や家庭からの排水等に

よる水質汚濁防止対策に関する啓

発を推進します。 

《実績》 

工場・事業所に対し、立入検査時に

水質汚濁防止対策に関する指導を

行いました。また、10 月の広報紙に

おいて、浄化槽の維持管理に係る啓

発を行い、水質汚濁防止に関する周

知に努めました。 

 

《評価》目標達成 

 

工場・事業所に対し、県と連携して

水質汚濁防止対策に関する情報提

供を行います。また、家庭からの排

水については、浄化槽設置者に対す

る講習会の開催や広報紙等により

啓発を行うとともに、庁内関係課と

連携し、直接指導等を行います。 

【環境課】 

 

1-2-3 工場・事業所対策 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

工場・事業所に対して、水質汚濁防

止に関する啓発を行います。また、

県と連携し、水質汚濁防止法や県条

例に基づき、特定工場等に対し、立

入検査を実施するなど規制・監視を

行い、工場・事業所からの環境負荷

の低減を図ります。 

《実績》 

県と連携し、水質汚濁防止に係る工

場・事業所に対して 5 件の立入検査

を行い、排出水の測定記録や施設の

管理状況の確認を行いました。 

 

《評価》目標達成 

 

県と連携し、工場・事業所に対して

水質汚濁防止に関する情報提供及

び法令に基づく規制・監視を行いま

す。 

 

【環境課】 

県の融資制度等を案内します。 《実績》 

県からのリーフレット等を環境課

窓口にて配架し、事業者に対し、省

エネ対策の支援制度等説明会や経

営改善資金制度に関する情報提供

を行いました。 

《評価》目標達成 

 

県からリーフレット等を取得し、環

境に配慮した施設・設備等購入のた

めの融資制度を来庁した事業者に

環境課窓口にて案内します。 

 

【環境課】 
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１－３ 土壌環境 

 

1-3-1 土壌汚染調査・情報収集 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

県と連携し、土壌汚染の状況や汚染

源となる物質の情報収集を行いま

す。また、必要に応じて土壌の保全

を図るための定点調査の実施を検

討します。 

《実績》 

県と連携し、土壌汚染指定地域にお

ける指定解除に向けた取組や浄化

対策等の技術的な助言・指導を行い

ました。 

《評価》目標達成 

 

県と連携し、法令に基づく規制・監

視や浄化対策の指導を行い、工場・

事業所からの環境負荷の低減を図

ります。 

【環境課】 

 

1-3-2 工場・事業所対策 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

県と連携し、工場・事業所に対して、

土壌汚染防止に関する啓発を行い

ます。 

《実績》 

法令で定められた規模以上の土地

の掘削等について、3 件の指導を行

い、土壌汚染防止に関して事業者の

意識向上を図りました。 

《評価》目標達成 

 

県と連携し、良好な土壌環境の保全

に努めるとともに、事業者への土壌

汚染防止に関する啓発を行います。 

 

【環境課】 

県と連携し、農用地の土壌の汚染防

止等に関する法律や土壌汚染対策

法に基づき、規制・監視や浄化対策

の指導を行い、工場・事業所からの

環境負荷の低減を図ります。 

《実績》 

県と連携し、法令に基づく規制・監

視や浄化対策の指導を行い、工場・

事業所からの環境負荷の低減を図

りました。 

《評価》目標達成 

 

県と連携し、法令に基づく規制・監

視や浄化対策の指導を行い、工場・

事業所からの環境負荷の低減を図

ります。 

【環境課】 

農用地等が汚染源とならないよう、

県や農協と連携し、農業者に対し化

学肥料・農薬・除草剤などの適正使

用の指導を推進します。 

《実績》  

市内全域に農薬の適正使用につい

て広報いとう等で周知を図りまし

た。 

《評価》目標達成 

 

県や農協等の関係団体と連携し、化

学肥料や化学農薬の適正使用を呼

びかけます。 

【産業課】 
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１－４ その他生活環境 

 

1-4-1 その他生活環境監視体制の整備・充実 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

県と連携し、必要に応じて観測地点

や、新たな有害汚染物質など観測項

目の追加を検討します。 

《実績》 

県から伊東大川渚橋付近の水質及

び底質のダイオキシン類環境調査

の測定結果のほか、技術的な助言等

の情報収集を行うとともに、観測地

点・項目の追加の必要について検討

しました。また、ダイオキシン類の

測定結果は、安定的に良好な状態で

あることを確認できました。 

《評価》目標達成 

 

県と連携し、新たな有害汚染物質な

どの情報収集に努めます。 

 

 

 

 

 

 

【環境課】 

 

1-4-2 その他生活環境の保全対策 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

たい肥等による土づくりと化学肥

料・化学農薬の使用の低減を一体的

に行う農業生産方式の導入を推進

します。 

《実績》 

有機・自然栽培農業の団体と連携

し、自然農法の普及講座を実施しま

したが、新型コロナウイルス感染拡

大防止のため、一部の事業を中止し

ました。 

《評価》目標達成 

 

関係団体と連携し、自然農法普及講

座の実施や化学肥料・化学農薬の適

正使用について周知を図ります。 

 

 

【産業課】 

廃棄物不正焼却防止の啓発を推進

し、ダイオキシン類の発生防止に努

めます。 

《実績》 

廃棄物の不正焼却に対し、27件の指

導を行いました。また、チラシ等を

活用して指導を行い、市民・事業者

の意識向上を図りました。 

 

《評価》目標達成 

 

広報紙において、廃棄物の不正焼却

防止について啓発するとともに、県

と連携して廃棄物不正焼却に対す

る指導を実施し、ダイオキシン類の

発生防止に努めます。 

【環境課】 

日常生活に伴う騒音や悪臭を防止

するための自主的な対策や配慮を

促します。 

《実績》 

市に寄せられた 5件の騒音の相談に

対して、原因者に改善するよう助言

や指導を継続的に行い、事業者の意

識向上を図りました。 

《評価》目標達成 

 

県と連携し、騒音や悪臭防止の情報

収集に努めるとともに、収集した情

報を提供することで自主的な対策

や配慮を促します。 

【環境課】 
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日照阻害、電波障害、光害等に関す

る情報を収集し、対策について検討

します。 

《実績》 

日照阻害等、典型七公害（水質汚濁、

大気汚染、土壌汚染、悪臭、騒音、

振動、地盤沈下）以外の公害情報を

収集しました。また、日照阻害等の

苦情及び相談はありませんでした。 

《評価》目標達成 

 

県と連携し、様々な公害に対して、

情報収集に努めるとともに、必要に

応じて対策を検討します。 

 

 

【環境課】 

ダイオキシン類の発生抑制に対応

した廃棄物処理を推進します。 

《実績》 

廃棄物処理施設の適正な運転・管理

が行われ、ダイオキシン類の発生

は、法令に定める基準値以下に抑制

できました。 

《評価》目標達成 

 

廃棄物処理施設において、ダイオキ

シン類の発生を抑制する運転・管理

を行い、排出基準を超えないように

努めます。 

【環境課】 

県と連携し、悪臭、騒音、振動の発

生源抑止に関する指導をします。 

《実績》 

県から騒音等についての技術的な

助言や対策について情報を取得し、

市に寄せられた 2件の事業所（工場）

から発生する騒音の相談に対して、

事業者に改善するよう指導を行い

ました。 

《評価》目標達成 

 

県と連携し、工場・事業者に対し、

悪臭、騒音、振動が発生する作業・

施設の設置時等に発生源の抑止に

関する指導を行います。 

 

 

【環境課】 

保健所と連携し、愛護動物飼養者の

不適切な飼養に対する指導や、適正

飼養に関する啓発に努めます。 

《実績》 

保健所と連携し、愛護動物飼養者に

対して指導を行ったほか、「わんわ

ん教室」を実施し、資料等の配布を

行ったことにより、愛護動物飼養者

の適正飼養に関する意識向上を図

りました。 

《評価》目標達成 

 

保健所と連携し、愛護動物飼養者に

対して指導を行います。また、イベ

ントの実施、資料等の配布により、

適正飼養に関する意識向上を図り

ます。 

 

【環境課】 

犬の登録制度の適正化を図るとと

もに、狂犬病予防注射接種率の向上

に努めます。 

《実績》 

犬の登録及び狂犬病予防注射に係

る現況調査を行い、犬の登録制度の

適正化及び狂犬病予防注射の接種

率向上を図りました。また、広報紙

を活用し、犬の登録制度及び狂犬病

予防注射についての周知を図りま

した。 

《評価》目標達成 

 

犬の登録及び狂犬病予防注射に係

る現況調査による訪問調査や広報

紙等を活用し、犬の登録制度の適正

化及び狂犬病予防注射の接種率向

上に努めます。   

 

 

  【環境課】 
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1-4-3 工場・事業所対策 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

工場・事業所に対して、悪臭、騒音、

振動、有害化学物質による環境汚染

の発生防止に関する啓発を行いま

す。 

《実績》 

騒音・振動等の特定施設設置届出書

等を提出した工場・事業所等 7 件に

対し、騒音等の発生防止方法につい

て情報提供を行いました。また、県

と連携し、化学物質の発生源となる

事業所に対し、PRTR（化学物質排出

移動量届出制度）の案内により、有

害化学物質等による環境汚染の発

生防止に関する事業者の意識向上

を図りました。 

《評価》目標達成 

 

県と連携して情報収集を行い、工

場・事業所に対する、悪臭、騒音、

振動、有害化学物質による環境汚染

の発生防止に関する啓発に努めま

す。 

 

 

 

 

 

【環境課】 

悪臭防止法、騒音規制法、振動規制

法や県条例に基づき、規制・監視を

行い、工場・事業所からの負荷の低

減を図ります。 

《実績》 

工場・事業所等 4 件に対し、騒音等

の特定施設設置等の届出の審査業

務及びそれに伴う指導・助言を行い

ました。 

《評価》目標達成 

 

法令に基づき、規制・監視を行い、

必要に応じて指導を実施すること

で工場・事業所からの負荷の低減を

図ります。 

【環境課】 
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２－１ 自然環境 

 

2-1-1 良好な自然環境の保全 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

国立公園内の自然の保護を目的と

した伊豆半島ジオパークの活動及

び１種特別地域の国有化やナショ

ナルトラスト運動を支援します。 

《実績》 

環境省による第１種特別地域の国

有化やナショナルトラスト運動は

実施されませんでした。 

《評価》その他 

 

環境省及び静岡県並びに関係各課

と連携し、必要に応じた情報の提供

及び資料の収集を図ります。 

【建築住宅課】 

国立公園特別地域内の許可申請に

て建築物、工作物、土地の形状変更、

屋外広告物等を規制した自然公園

法の遵守を促します。また、自然公

園法の趣旨に基づき、自然環境保全

意識の普及啓発に努めます。 

《実績》 

自然公園法を常に遵守する中で、違

反事案においては、現場で是正指導

することで、是正を円滑に促しまし

た。また、違反の問合せにおいては、

俊敏に現場確認を行ってきたこと

が、正しい許可申請の流れに結びつ

き、自然環境保全の遵守に繋がりま

した。 

《評価》目標達成 

 

国や県と連携し、国立公園区域内の

自然環境保全意識の向上を心掛け、

違反に対しては、現場確認及び指導

を俊敏に行い、違反を未然に防ぐ方

向に繋げます。 

 

 

 

【建築住宅課】 

市域の自然環境の実態の把握を目

的とした、自然環境調査の実施を検

討します。 

《実績》 

県と連携して行った地下水等の採

水調査、他団体と協力して行った水

生生物調査及び県から取得した大

気、水質等の生活環境調査の結果に

より、市域の自然環境が良好である

ことを確認できました。 

《評価》目標達成 

 

県と連携し、大気・水質等の自然環

境調査の実施を検討します。 

 

 

 

 

【環境課】 

市の巨木や名木の保護に努めます。 

 

 

 

 

 

《実績》 

巨木・名木の見回りを行い、保護に

努めました。また、市内の巨木等に

ついて、地域住民や関係団体からの

情報収集に努めました。 

《評価》目標達成 

 

自然環境を保全するため、関係者と

協働し保護に努めます。また、巨

木・名木の異常時には樹木医の紹介

等を行います。 

【産業課】 
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市の巨木や名木の保護に努めます。 《実績》 

調査やパトロールを行い、天然記念

物の保護に努めました。 

また、県指定天然記念物「比波預天

神社のホルトノキ」については、静

岡県文化財保存費補助金及び伊東

市文化財等調査整備事業補助金を

活用し、樹勢回復及び樹木全体の倒

壊防止を図りました。 

《評価》目標達成 

 

天然記念物の保護のため、関係者と

協力し、状況把握を行います。 

 

 

 

 

 

 

【生涯学習課】 

親しみやすい自然環境が残されて

いる海浜、小川などの保全を図りま

す。 

《実績》 

日常的な清掃に加え、海水浴シーズ

ンや台風など荒天の後は清掃回数

を増やすなど、常に清潔できれいな

海浜を保つようオレンジビーチと

いるか浜公園の海岸清掃を実施し

美化に努めました。 

《評価》目標達成 

 

オレンジビーチ及びいるか浜公園

の清掃を継続するとともに、海岸周

辺花壇の植栽や草刈りを実施し、施

設全体の景観向上を図っていきま

す。 

 

【観光課】 

《実績》 

八幡野川・草崎川の修繕工事におい

て、水性や通気性に優れ、植生機能

を有する多自然型護岸（じゃかご工

法）を整備しました。 

《評価》目標達成 

 

人工的な構造物を避け、自然と調和

がとれた工法を選定し、生息する動

植物の環境保全に努めます。 

 

【建設課】 

松くい虫による被害や枯れ木現象

の実態調査を通し、被害の防除に努

めます。 

《実績》 

城ヶ崎地区については、松くい虫の

被害の実態を把握し、薬剤の樹幹注

入による防除を実施しました。 

《評価》目標達成 

 

城ヶ崎地区において、計画的な防除

に努め、必要に応じ松枯れによる枯

れ木の伐倒駆除を行います。 

【産業課】 

森林ボランティアとの協働により

森づくりを推進します。 

《実績》 

城ヶ崎地区を中心とした松の保全

活動に取り組むボランティアグル

ープと協働し、松くい虫の予防剤の

注入作業を実施し、森林の保全が図

られました。 

《評価》目標達成 

 

ボランティアグループと協働し、松

の保全活動を通して環境保全を図

ります。 

 

 

【産業課】 
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2-1-2 自然の恵みの活用 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

伊豆半島ジオパークの理念に基づ

き、大地が育んだ貴重な資産を保全

しつつ、持続可能な形で豊かな自然

を生かした地域振興を推進します。 

《実績》 

一碧湖遊歩道を整備しジオサイト

の磨き上げを行いました。また、ビ

ジターセンターの運営をする中で

認定ガイドによる効果的な情報発

信を行いました。 

《評価》目標達成 

 

伊豆半島ジオパークの中心的なビ

ジターセンターであるジオテラス

を改修することで、施設の更なる付

加価値向上を図り、ユネスコ世界ジ

オパークの再認定を目指します。 

【観光課】 

城ヶ崎海岸、さくらの里、一碧湖、

松川湖などの自然や花木を生かし

た観光スポットや、自然や歴史を生

かしたウォーキングコースの整備

を推進し、自然環境の保全と活用を

図ります。 

《実績》 

一碧湖遊歩道の一部ウッドチップ

舗装や丸山公園の園路整備を実施

し、ウォーキングコースの付加価値

を高めました。 

 

 

《評価》目標達成 

 

城ヶ崎海岸ピクニカルコースや自

然研究路などのウォーキングコー

スの点検を日常的に行う中で、草刈

りや倒木処理、危険な箇所への安全

対策を行い、自然環境の保全と利用

者の利便性向上を図ります。 

【観光課】 

伊東市観光基本計画に基づき、海、

山、温泉をはじめとする本市の自然

環境を活かしたエコツーリズム等

を展開し「健康保養都市」として個

性ある観光地づくりを推進します。 

《実績》 

多様化するニーズに対応するよう、

体験型コンテンツの磨き上げの実

施及びコロナ禍に対応した体験型

施設を紹介するオンラインツアー

を実施することで一層の情報発信

を行いました。 

《評価》目標達成 

 

引き続き体験施設紹介に特化した

サイトの充実や、体験・交流プログ

ラムの磨き上げに努めていきます。 

 

 

 

【観光課】 

 

2-1-3 秩序ある土地利用の推進 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

国立公園特別地域の開発について

は、伊東市土地利用指導要綱や伊東

市景観条例を適切に運用すること

により、自然環境と調和した開発を

誘導します。 

《実績》 

国立公園特別地域内の開発におけ

る緑化計画については、指導要綱な

どに基づき自然環境と調和するよ

う指導を行いました。 

《評価》目標達成 

 

引き続き、指導要綱や景観条例等に

基づき、自然環境と調和するよう指

導を行います。 

 

【都市計画課】 
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農業振興地域の見直し等を検討す

るとともに、緑地の保全と緑化を推

進します。 

《実績》 

令和 3年度に実施することとなった

定期変更のための基礎調査を実施

することで農用地区域の精査を行

いました。 

《評価》目標達成 

 

伊東市農業振興地域整備計画を策

定することで、地域の農業の振興を

図るために講ずべき施策の具体的

な方向性を定めます。 

【産業課】 

用途地域の適正な規制・誘導により

建物用途の混在を防止し、都市環境

の保全や利便増進を図っていきま

す。 

《実績》 

用途地域の規制・誘導を行い、市街

地における環境の保全などを図っ

たほか、都市計画区域マスタープラ

ンの改定を行いました。 

《評価》目標達成 

 

引き続き、用途地域の適正な規制等

を行い、都市環境の保全、利便増進

を図ります。 

 

【都市計画課】 

農地の耕作放棄地の実態調査を行

い、適正利用を推進します。 

《実績》 

耕作放棄地については、増加傾向で

はあるが、再生可能な農地を担い手

へあっせんしたほか、再生不能な農

地は非農地化を通知するなど行い

ました。 

《評価》目標達成 

 

耕作放棄地対策については、現在も

未把握な荒廃農地が存在すること

から、今後も精査をしながら再生や

非農地判断を実施していきます。 

 

【産業課】 

 

２－２ 身近な自然 

 

2-2-1 街中の緑の創出 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

来園者が利用しやすい都市公園と

なるよう公園の再整備を推進しま

す。 

《実績》 

丸山公園の老朽化した園路や階段

の補修を行い、利用者の利便性、安

全性の向上を図りました。 

 

《評価》目標達成 

 

伊東公園内の老朽化した公衆トイ

レをユニバーサルデザイントイレ

に一新することで、利用者の利便性

の向上を図ります。 

【観光課】 

《実績》 

子育てしやすい環境を作るため、富

戸公園に遊具を設置しました。 

《評価》目標達成 

 

子育てしやすい環境を作るため、物

見ヶ丘公園に遊具を設置します。 

【都市計画課】 
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活用できる空き地等を利用し、緑化

を推進します。 

《実績》 

松川周辺地区まちづくり協議会と

協働し、まつかわ親水公園にアジサ

イの苗 20 株を植樹し、緑化に努め

ました。 

《評価》目標達成 

 

緑化可能な空き地など情報収集に

努め、緑化を推進します。 

 

 

【都市計画課】 

緑化のための市民運動等を支援し、

うるおいあるまちづくりを推進し

ます。 

 

《実績》 

グリーンバンク制度を活用し、夏期

における緑のカーテンの普及や年 2

回の花の種子、球根、苗等の配付に

より地域の緑花活動を推進すると

ともに、幼稚園や保育園に花の寄せ

植えを行い園児の花への関心の向

上を図りました。 

《評価》目標達成 

 

グリーンバンク制度の活用を継続

し、多くの市民団体に制度活用をし

てもらうよう周知・案内をするとと

もに、緑化活動への積極的な支援を

行います。 

 

 

【観光課】 

《実績》 

公共施設の里親制度登録団体を支

援し、市内の緑化を進めました。 

 

《評価》目標達成 

 

環境美化に対する意識の高揚を図

り、市民等と協働による緑地管理を

図ります。 

【建設課】 

 

2-2-2 都市の緑地景観の形成 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

伊東市景観条例に基づく制度を活

用して、地域の個性豊かな景観を守

り育てます。 

《実績》 

届出対象行為に対し設けた基準に

適合するよう適切に指導を行い、良

好な景観の形成や保全を図りまし

た。 

《評価》目標達成 

 

引き続き、届出対象行為に対し設け

た基準に適合するよう適切な指導

を行い、良好な景観の形成や保全を

図ります。 

【都市計画課】 

市民の自主的なまちづくりや、個性

を生かした景観形成を推進します。 

《実績》 

まちづくり団体の会議、イベントに

参加し、良好な景観づくりを支援し

ました。 

 

《評価》目標達成 

 

自主的にまちづくりを行い、個性を

生かした緑地景観などに配慮があ

る団体などに対し支援等を行い、良

好な景観を形成してまいります。 

【都市計画課】 

 

 

 



25 

 

2-2-3 親しみやすい水辺の創出 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

人工河床を自然河床とし、親水護

岸・親水公園の整備を推進します。 

《実績》 

二級河川烏川の親水護岸（根継工

等）整備において、県へ整備促進を

要請しました。 

《評価》目標達成 

 

自然と調和がとれた、親水護岸・親

水公園の整備を推進します。 

 

【建設課】 

憩いの場として、海辺に親しめるよ

う海岸環境の保全に努めます。 

《実績》 

新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、例年実施している海岸清掃

などの活動実施には至りませんで

した。 

《評価》その他 

 

市民等と協働による海岸環境の保

全を図ります。 

 

 

【建設課】 

「川のある湯のまち」の演出ととも

に、中心市街地を流れる伊東大川に

おける水辺の創出を図ります。 

《実績》 

河川管理者である県と協働し、伊東

大川と寺田川との合流部における

修景整備計画について検討しまし

た。 

《評価》目標達成 

 

伊東大川と寺田川との合流部にお

ける修景整備工事を実施します。 

 

 

【都市計画課】 

 

２－３ 歴史的・文化的環境 

 

2-3-1 文化財の保全 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

市の歴史的環境や文化財の調査を

行い、出版物やホームページなどを

利用した結果の公開により、文化財

の保護に努めます。 

《実績》 

文化財管理センターにおける静岡

県埋蔵文化財センター巡回展の開

催やホームページでの紹介により、

文化財の周知を図りました。 

 

《評価》目標達成 

 

文化財管理センターにおける常設

展及び企画展の充実に努めるとと

もに、歴史上又は芸術上の価値ある

文化財となり得る新たな事例の情

報を収集します。 

【生涯学習課】 

講演会や講座により郷土の歴史を

学び、郷土を愛する心を育み、恵ま

れた自然環境や先人達の築いた文

化を守り、次世代へ伝えていきま

す。 

《実績》 

伊東自然歴史案内人会講座及びい

でゆ大学歴史講座を開催したもの

の、新型コロナウイルス感染拡大防

止のため、市史講座を開催すること

ができませんでした。 

《評価》その他 

 

令和 2 年度に刊行した『通史編Ⅲ』

を活用するなど市史に関する講座

を開催し、郷土の歴史に触れる機会

を作ります。 

 

【生涯学習課】 
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市民の協力や関係機関との連携に

より、文化財保全活動を支援・育成

します。 

《実績》 

指定文化財の管理者に対し、文化財

保護に関する費用の助成を行うこ

とにより、支援しました。 

《評価》目標達成 

 

指定文化財の管理者に対し、文化財

保護に関する費用の助成を行いま

す。 

【生涯学習課】 

 

2-3-2 歴史的・文化的資源の活用 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

伊東らしい観光地づくりに、地域の

歴史・郷土芸能や郷土にゆかりのあ

る文学作品、東海館や木下杢太郎記

念館などの文化財を活用していき

ます。 

《実績》 

東海館において伊東温泉の歴史や

文化を案内するとともに、今や貴重

となった伝統的な日本建築様式の

保全に努めました。 

 

《評価》目標達成 

 

松川遊歩道に北里柴三郎と通学橋

の歴史を説明する案内看板を設置

することで、本市を訪れた来遊客に

より深く伊東の魅力に触れていた

だける環境を創出します。 

【観光課】 

《実績》 

第 35 回特別展「日記・すかんぽ・

百花譜に見る杢太郎の雑草食」を開

催しました。 

《評価》目標達成 

 

記念館の資料充実を図るとともに、

鄕土の歴史文化に関する資料及び

情報の収集に努めます。 

【生涯学習課】 

伊東市景観条例に基づく制度を活

用して、景観形成の上で重要となる

施設等や地区を指定し、個性的で魅

力あふれる景観を守り、育て、つく

ります。 

《実績》 

景観形成の基本方針の見直しや重

要景観形成地区の選定に際し、庁内

会議や市民会議を開催したほか、女

性を対象としたアンケート調査、パ

ブリックコメントを実施し、現状の

分析と市民ニーズの把握に努めま

した。 

《評価》目標達成 

 

会議やアンケートで出た意見をと

りまとめ、伊東市景観形成基本計画

及び伊東市景観計画を改定します。 

 

 

 

 

【都市計画課】 
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３－１ 廃棄物  

  

3-1-1 ごみの減量・再資源化の推進 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

一般廃棄物処理基本計画に基づき、

新たな分別品目の追加や分別方法

の周知徹底など、啓発、教育、指導

活動等を実施し、ごみの排出抑制及

び資源化を推進します。 

《実績》 

「伊東市ごみ・資源収集カレンダ

ー」において啓発を行い、ごみの排

出抑制と再資源化に対する市民の

意識向上を図りました。 

また、循環型社会の形成推進を図る

べく、伊東市一般廃棄物処理基本計

画（令和 3 年度～令和 12 年度）を

策定しました。 

 

 

《評価》目標達成 

 

伊東市一般廃棄物処理基本計画（令

和 3 年度～12 年度）に基づき、ごみ

の分別方法や生ごみの減量化につ

いて広報啓発を行い、ごみの減量・

再資源化に対する市民の意識向上

を図ります。 

また、古布類については市内生涯学

習施設での拠点回収を導入し、更な

るごみの減量・再資源化を図りま

す。 

【環境課】 

《実績》 

小学校 4・5 年生の社会科や総合的

な学習、小中学校の家庭科の授業に

おいて、ごみの分別やリサイクルに

ついて学ぶ環境学習を実施しまし

た。 

《評価》目標達成 

 

環境学習を行う中で、幼少期から分

別やごみの排出抑制、リサイクルな

どに関心を持ち、生活の中で実践し

ていく力を高める教育を行ってい

きます。 

【教育指導課】 

コンポスト、電動式生ごみ処理機の

設置に対する補助制度及び資源ご

み集団回収に対する報奨制度等を

継続し、ごみの排出抑制・再資源化

を図ります。 

《実績》 

15 世帯が家庭用生ごみ処理容器等

設置費補助金制度を活用し、また、

87 団体が資源ごみ集団回収奨励事

業を活用したことにより、ごみの排

出抑制・再資源化が図られました。 

 

《評価》目標達成 

 

広報紙等を通じて家庭用生ごみ処理

容器等の設置費補助金制度について

積極的な広報をしていくとともに、

資源ごみ集団回収団体の育成に努

め、更なるごみの減量化・再資源化

を推進します。 

【環境課】 
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多量の一般廃棄物を排出する事業

者に対しては、ごみの発生・排出抑

制の指導を行うとともに、排出量に

応じた料金の徴収を実施します。 

《実績》 

展開物調査は感染防止のため中止

となったが、多量の一般廃棄物を排

出する事業者に対し、ごみの減量

化・再資源化の指導を行うととも

に、排出量に応じた事業系一般廃棄

物処理手数料を徴収しました。 

《評価》目標達成 

 

排出事業者に対して、ごみの発生・

排出抑制について啓発を行うととも

に、排出量に応じた事業系一般廃棄

物処理手数料を徴収し、更なるごみ

の減量化を図ります。 

 

【環境課】 

剪定枝のチップ化などを検討し、ご

みの減量化・再資源化に努めます。 

《実績》 

パワーシュレッダー使用講習会を

開催し、市民団体等に樹木粉砕機を

貸し出すことで、剪定枝等の有効活

用を推進し、ごみの減量化・再資源

化の推進を図りました。 

《評価》目標達成 

 

パワーシュレッダー使用講習会を開

催し、市民団体等に対して剪定枝等

のチップ化を促し、ごみの減量化・

再資源化の推進を図ります。 

 

【観光課】 

《実績》 

森林整備の際に発生した、間伐材や

剪定枝を材木として利用し、ごみの

減量化、再資源化を図りました。 

《評価》目標達成 

 

森林整備の際に発生した、間伐材や

剪定枝の再資源化を図ります。 

 

【産業課】 

《実績》 

道路及び河川等の維持管理におい

て、支障をきたしている樹木の伐採

で発生した剪定枝等をチップ化に

したことにより、ゴミの減量化及び

再資源化を図りました。 

《評価》目標達成 

 

建設副産物などの再利用を検討し、

ごみの減量化及び再資源化に努め

ます。 

 

 

【建設課】 
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3-1-2 ごみの適正処理の推進 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

一般廃棄物処理基本計画に基づき、

ごみの適正処理を推進します。 

 

《実績》 

環境美化センターの焼却灰 3,045t

を溶融固化処理委託し、再資源化し

たことにより、最終処分量を減らす

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

《評価》目標達成 

 

伊東市一般廃棄物処理基本計画（令

和 3 年度から 12 年度）に基づき、

可燃ごみについては、焼却灰の溶融

固化処理によるリサイクルを継続

します。 

また、市民や事業者に対する分別排

出の徹底を周知することで資源化

物の再資源化を行い、最終処分量を

減量し、ごみの適正処理を推進しま

す。 

【環境課】 

《実績》 

給食センターの厨芥量及び残食量

の計測結果をこまめに検証し、ごみ

排出量の削減に努めました。 

また、1 日当たり 85 ㎏の処理能力を

持つ生ごみ処理機によりゴミの排

出量を削減しました。 

 

《評価》目標達成 

 

引き続き、給食センターの厨芥量及

び残食量の計測結果をこまめに検

証し、ごみ排出量の削減に努めま

す。 

また、1 日当たり 85 ㎏の処理能力を

持つ生ごみ処理機によりゴミの排

出量を削減します。 

【教育総務課】 

産業廃棄物については、県と連携し

て、再資源化が行われるよう指導し

ます。 

《実績》 

県と連携し、産業廃棄物を排出する

事業者に対し、再資源化についての

指導を行いました。 

《評価》目標達成 

 

県と連携を図りながら、産業廃棄物

の再資源化を推進します。 

 

【環境課】 

 

3-1-3 ごみ不法投棄等の防止 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

不法投棄防止の啓発活動を行い、市

民、観光客の美化意識の向上を図り

ます。 

《実績》 

広報紙や監視カメラ、看板を活用し

不法投棄防止の啓発を行い、また、

市内に散乱したごみを回収するこ

とにより、市民だけでなく観光客の

美化意識の向上を図りました。 

《評価》目標達成 

 

広報紙や監視カメラ、看板を活用し

不法投棄防止の啓発を行い、また、

市内に散乱したごみを回収するこ

とにより、市民だけでなく観光客の

美化意識の向上を図ります。 

【環境課】 
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ポイ捨て防止パトロールの強化や、

市民、警察等の関係機関と連携し、

不法投棄の未然防止に取り組みま

す。 

《実績》 

不法投棄防止パトロールを行うと

ともに、市民からの要望により不法

投棄防止看板を設置し、不法投棄の

未然防止を図りました。 

また、県の「不法投棄未然防止緊急

対策事業費補助金」を活用し、松原

林道に不法投棄防止柵を設置しま

した。 

《評価》目標達成 

 

市民、県及び警察等の関係機関と連

携し、不法投棄防止パトロールを定

期的に行うとともに、不法投棄防止

看板の設置や家電製品協会の助成金

を活用し、未然防止対策を積極的に

行います。 

 

 

【環境課】 

地域住民やボランティア団体が行

う美化活動に協力します。 

《実績》 

市民やボランティア団体が行う清

掃活動において、集めたごみの回収

などを行い、美化活動を推進しまし

た。 

《評価》目標達成 

 

地域の一斉清掃やボランティアが行

う清掃活動について、集めたごみの

回収など、積極的な支援を行います。 

 

【環境課】 

土地所有者や管理者に対して、自主

的に不法投棄防止対策を行うよう

啓発に努め、また、不法投棄防止の

ための立看板の提供などの支援を

します。 

《実績》 

柵の設置等、不法投棄されない環境

作りについて助言するとともに、要

望に応じて不法投棄防止看板を設

置する等の支援を行いました。 

 

 

《評価》目標達成 

 

土地所有者や管理者が自ら不法投棄

防止対策を行えるよう、不法投棄さ

れにくい環境作りについて情報提供

するとともに、要望に応じて不法投

棄防止看板を提供するなどの支援を

行います。 

【環境課】 
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３－２ 資源・エネルギー 

 

3-2-1 エネルギーの有効利用 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

太陽光発電等の再生可能エネルギ

ーの普及啓発に努めます。 

《実績》 

平成 29 年度から新たに、「伊東市住

宅用新エネルギー及び省エネルギ

ー機器設置費支援事業」を開始し、

従来の太陽光発電システムに 4機種

を加えた 5機種を補助対象機器とし

て、再生可能エネルギーの拡充に努

めました。この事業により、市民の

住宅 69 世帯（115 件）へ新エネルギ

ー及び省エネルギー機器の設置を

支援しました。 

《評価》目標達成 

 

「伊東市住宅用新エネルギー及び

省エネルギー機器設置費支援事業」

を継続するとともに、県内市町の状

況等の情報収集を行い、再生可能エ

ネルギーの更なる普及啓発に努め

ます。 

 

 

 

 

【環境課】 

省エネルギー型の生活や事業活動

の工夫について、意識の啓発に努め

ます。 

《実績》 

6 月の環境月間や 12 月の地球温暖

化防止月間に合わせて、広報紙で啓

発を行うとともに、環境課窓口にて

資源エネルギー庁発行の省エネ性

能カタログを配架し、市民・事業者

の意識向上を図りました。 

《評価》目標達成 

 

広報紙等を通じて、省エネルギー型

の生活や事業活動の工夫について、

市民や事業者に意識の啓発を行い

ます。 

 

 

【環境課】 

市の公共施設の整備等に当たって

は、省エネルギー型の設備・機器や

再生可能エネルギー発電などの優

先的な導入に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

《実績》 

健康福祉センターは、新型コロナウ

イルス感染症の影響で利用者数が

減少（△72.9％）したにもかかわら

ず、その対策で、冷暖房中に換気の

ため窓を開放せざるを得ず、冷暖房

効率が落ちたことで、前年度よりも

電気料が増加しました。 

電気料 R1：4,028,810 円 

    R2：4,275,463 円（＋6.1％） 

《評価》目標以下 

 

省エネ温度の徹底及び不要な冷暖

房運転の停止に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者福祉課】 
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市の公共施設の整備等に当たって

は、省エネルギー型の設備・機器や

再生可能エネルギー発電などの優

先的な導入に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《実績》 

新設したオレンジビーチのヤシの

木のライトアップや、松川遊歩道の

足元灯について全て LEDで整備する

など省エネルギー化に努めました。 

《評価》目標達成 

 

観光会館第 3会議室のエアコンの取

替えを行い、消費電力を削減し省エ

ネルギー化を図ります。 

 

【観光課】 

《実績》 

適切な運転管理により、使用電力量

を前年度比 171,319Kwh 削減しまし

た。 

《評価》目標達成 

 

機械設備（汚水ポンプ）の更新に合

わせ使用状況を見直し、設備のダウ

ンサイジングを図ります。  

【下水道課】 

《実績》 

廃棄物処理機器の定期的な補修を

行い、施設のエネルギー削減が実施

できました。 

《評価》目標達成 

 

廃棄物処理施設の補修には省エネ

ルギー対策機器の導入等を検討し、

エネルギーの削減を目指します。 

【環境課】 

《実績》 

財政課所有施設に関して導入はあ

りませんでした。 

 

《評価》その他 

 

老朽化した機器などは、順次省エネ

ルギー型の機器製品に取り替え、地

球温暖化防止に努めます。 

【財政課】 

《実績》 

玖須美保育園における保育室及び

廊下の照明器具の破損による交換

時に LED 化を図りました。 

《評価》目標達成 

 

幼稚園・保育園園舎の修繕や工事の

際に照明器具の LED化を随時行いま

す。 

【幼児教育課】 

《実績》 

選手宿舎内の設備、機器について、

エネルギー効率が良いものへの交

換を検討しました。 

《評価》目標達成 

 

部分的に宿舎内の照明器具の LED

化、旧機器の更新を実施します。 

 

【公営競技事務所】 

《実績》 

空調設備機器修繕等に際し、省電力

型の機器を使用するよう努めまし

た。 

《評価》目標達成 

 

環境保全のために省エネルギー型

の設備・機器の導入等を検討してい

きます。 

【庶務課】 
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市の公共施設の整備等に当たって

は、省エネルギー型の設備・機器や

再生可能エネルギー発電などの優

先的な導入に努めます。 

《実績》 

省エネルギーを考慮すべき整備に

ついて、実績はありませんでした。 

《評価》その他 

 

特に施設整備の予定はありません。 

 

【市民課】 

《実績》 

新施設建設で照明器具すべてを LED

照明にしました。 

《評価》目標達成 

 

施設改修時に LED照明への取替や省

エネルギー型の機器を選定してい

きます。       【水道課】 

《実績》 

消費電力の少ない LED照明を設置し

ました。 

 

《評価》目標達成 

 

引き続き LED照明やガスヒートポン

プ式空調設備への切替や整備に努

めます。 

【教育総務課】 

《実績》 

宇佐美コミュニティセンターの照

明の一部を LED 照明に変更しまし

た。 

《評価》目標達成 

 

引き続き宇佐美コミュニティセン

ターの照明の LED照明への交換を実

施します。 

【生涯学習課】 

《実績》 

子育てサロン・さくら園の整備にお

いては、省エネルギー型の設備・機

器の購入はありませんでした。 

《評価》その他 

 

既存の施設において、省エネルギー

型の設備・機器への買い替えを、順

次行っていきます 

【子育て支援課】 

《実績》 

新たな整備は実施しませんでした。 

 

《評価》その他 

 

施設整備を行う際には、省エネルギ

ー型の設備導入に努めます 

【産業課】 

《実績》 

伊東市民病院外部照明器具取替修

繕工事において、LED 型の機器を導

入しました。 

《評価》目標達成 

 

令和 3年度は新たな施設整備計画は

ありません。 

 

【健康推進課】 
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エネルギー利用効率の高い輸送交

通手段やコージェネレーション、再

生可能エネルギーの活用に関する

普及啓発に努めます。 

《実績》 

6 月、12 月の広報紙において、市民

に公共交通機関の利用を呼び掛け

るとともに、コージェネレーション

等についての県の補助金制度に関

する情報提供を行い、再生可能エネ

ルギーの普及啓発に努めました。 

 

 

 

 

 

《評価》目標達成 

 

「伊東市住宅用新エネルギー及び

省エネルギー機器設置費支援事業」

を平成 29 年度より開始したことに

伴い、コージェネレーション、再生

可能エネルギーの補助金制度が整

ったことから、市ホームページや広

報紙に掲載周知し、更なるエネルギ

ーの効率的な利用を促進します。 

また、その他の再生可能エネルギー

の活用についても普及啓発に努め、

国や県の補助金制度に関する情報

提供も行います。   【環境課】 

  

3-2-2 水資源の保全と有効利用 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

有害物質等により発生する水問題

に対しては、的確な情報収集や監視

体制のもとに水質管理を徹底しま

す。 

《実績》 

水質検査計画に基づく検査、結果公

表を行い、更に水安全計画を作成し

安全な水の供給システムを構築し

ました。 

《評価》目標達成 

 

水質安全計画に基づく検査、結果報

告及び水安全計画の検証、情報更新

を行っていきます。 

 

【水道課】 

伊東市水道水源保護条例の適正な

運用を図り、その他の水源について

も水質の保護に努めます。 

《実績》 

水源に隣接する産業廃棄物処分場

に立入検査を行い、協定が守られて

いるか確認しました。 

《評価》目標達成 

 

水道水源保護条例の指定区域及び

他の水源周辺で行う土地利用で、水

質に影響が及ぼさないように指導、

監視を行ないます。  【水道課】 

限りある水資源の大切さを呼びか

け、節水意識の高揚を図ります。 

《実績》 

乾季における水資源不足区域にお

いて、戸別に節水の啓発を行いまし

た。 

《評価》目標達成 

 

水資源不足の恐れが生じる前に、節

水を積極的に啓発します。 

 

【水道課】 

水源の涵養となる森林や表土の保

全に努めます。 

《実績》 

森林所有者による整備が困難なた

めに荒廃している森林を、森林・山

村多面的機能発揮対策交付金事業

等の活用により、森林環境整備を行

いました。 

《評価》目標達成 

 

森林環境の整備を推進するため、森

林・山村多面的機能発揮対策交付金

事業や森の力再生事業等の推進、啓

発を行います。 

 

【産業課】 
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３－３ 地球環境 

 

3-3-1 地球温暖化防止 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

地球温暖化の原因と考えられてい

る二酸化炭素、メタン、一酸化二窒

素、フロンガスなど温室効果ガスの

削減に向けての情報提供と啓発に

努めます。 

《実績》 

南小学校にて地球温暖化防止に関

するイベント「アースキッズ事業」

を行い、温室効果ガスの削減などを

盛り込んだ内容を啓発しました。 

《評価》目標達成 

 

イベントや広報紙等を通じて、温室

効果ガスの削減に向けて啓発に努

めます。 

 

【環境課】 

公共交通機関の利用、低公害車の導

入、エコドライブ等の普及啓発に努

めます。 

《実績》 

新型コロナウイルスの感染拡大防

止の中で可能な限り、公共交通機関

を利用するように取組みました。 

《評価》目標達成 

 

公共交通機関の利用促進と共に、積

極的なエコドライブや近距離につ

いては徒歩、自転車など利用促進に

努めます。      【財政課】 

《実績》 

消防団車両の購入がありませんで

した。 

《評価》その他 

 

消防団車両の購入予定はありませ

ん。 

【危機対策課】 

二酸化炭素吸収源としての森林の

保全を図るため、間伐や植栽を推進

します。 

《実績》 

森林所有者の整備が行き届いてい

ない地区で緑地の倒木処理等の整

備を行い、森林の保全を図りまし

た。 

《評価》目標達成 

 

環境に配慮した森林施業の推進を

通して、二酸化炭素を抑制し地球温

暖化防止に努めます。 

 

【産業課】 

 

3-3-2 その他地球環境問題対策 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

オゾン層破壊の原因物質であるフ

ロン類の放出を抑えるため、不要と

なったフロン類の回収やノンフロ

ン製品の選択などのオゾン層保

護・フロン対策など、地球環境問題

に関する情報提供と啓発に努めま

す。 

《実績》 

9 月の広報紙において、フロンガス

排出低減についての啓発を行うと

ともに、来庁した事業者等に対し、

フロン排出抑制法に関する情報提

供を行いました。 

《評価》目標達成 

 

広報紙において、オゾン層保護・フ

ロン対策などの地球環境問題に関

する情報提供を行います。 

 

 

【環境課】 
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酸性雨対策の一環として、酸性雨の

モニタリング調査の実施を検討し

ます。 

《実績》 

大気環境の測定結果について県か

ら情報を取得するとともに、酸性雨

の調査の実施を検討しました。大気

環境の測定結果は、安定的に良好な

状態であることを確認できました。 

《評価》目標達成 

 

県からの情報提供に基づき、必要に

応じて、酸性雨のモニタリング調査

の実施を検討します。 

 

 

【環境課】 

公共事業における熱帯林材を用い

た資材や備品の使用削減に努め、森

林保護に努めます。 

《実績》 

引続き、公共事業における熱帯林材

を用いた型枠の使用削減について

特記仕様書に明記し、事業者の環境

に対する意識向上を図りました。 

《評価》目標達成 

 

公共事業における熱帯林材を用い

た資材の使用を削減し、間伐材や再

利用された資材を積極的に使用す

るように指導します。 

【建設課】 
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４－１ 環境学習 

 

4-1-1 環境情報の整備と提供 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

小中学校や高等教育機関、関係行政

機関等との連携により、環境学習を

推進します。 

《実績》 

環境カウンセラーを活用した授業

の実施や、アースキッズ事業への参

加等、環境学習を実施しました。 

また、実践事例や各種団体の発信す

る情報の収集に努めるとともに、学

校や児童生徒等に情報提供しまし

た。 

《評価》目標達成 

 

引き続き有効な情報の収集に努め、

校種間や関係機関と連携し、積極的

に環境学習に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

【教育指導課】 

教育関連機関と連携し、環境学習の

情報提供に努めます。 

《実績》 

県から取得した環境教育に関する

資料やリーフレット等を教育委員

会に提供するなど、教材や環境情報

の共有、整備を行いました。 

《評価》目標達成 

 

県や NPO等各種団体から提供された

環境教育に関する情報等を関連機

関へ提供します。 

 

【環境課】 

《実績》 

環境学習を取り入れた講座を実施

し、教育関連機関へ情報提供しまし

た。 

《評価》目標達成 

 

今後も県などからの情報等につい

て教育関連機関と連携して情報提

供するよう努めます。 

【生涯学習課】 

市民や事業者が持っている環境学

習に役立つ情報を収集・整理し、提

供します。 

《実績》 

環境教育ネットワーク推進会議や

環境学習コーディネーター等から

情報・資料を収集し、環境学習に役

立つ情報をアースキッズ事業等の

イベント開催時に市民に提供しま

した。 

《評価》目標達成 

 

環境学習コーディネーター等と連

携し、環境学習に役立つ情報を収

集、提供します。 

 

 

 

【環境課】 

図書館において環境資料の特集を

組むなど、市民への環境情報の提供

に努めます。 

《実績》 

図書館内において「環境」をテーマ

にした特集コーナーを設置し情報

提供を図った。 

《評価》目標達成 

 

令和 2 年度同様、「環境」をテーマ

にした特集コーナーを設置し情報

提供に努めます。 

【生涯学習課】 
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4-1-2 環境学習の場や機会の提供 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

大川浄水場・奥野ダム・環境美化セ

ンター・終末処理場等への施設見学

を継続します。 

《実績》 

4 年生を中心とした市内施設見学に

おいて、環境美化センターをはじめ

とする環境関連施設を訪れ、環境学

習を実施しました。 

《評価》目標達成 

 

引き続き、環境関連施設の見学を組

み入れるよう学校に働きかけてい

きます。 

 

【教育指導課】 

環境学習リーダー派遣事業を活用

するなど、自然の中の体験学習を継

続します。 

《実績》 

環境カウンセラーや外部講師を招

いて体験学習を実施しました。 

令和 2 年度は、伊東市立南小学校が

アースキッズチャレンジ事業に参

加しました。 

《評価》目標達成 

 

各種機関が実施する体験型学習事

業や外部講師の活用により、環境学

習を推進していきます。 

 

 

【教育指導課】 

環境月間行事や各種イベントを通

じて、市民の環境に対する関心を喚

起します。 

《実績》 

新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、各種イベントを中止としまし

た。 

 

 

《評価》その他 

 

環境に関するイベントを広報紙や

チラシ、報道等で周知徹底し、より

多くの市民に参加いただくことで、

市民の環境に対する関心を喚起で

きる場となるよう努めます。 

【環境課】 

消費生活特別講座等において環境

学習の機会の提供に努めます。 

《実績》 

新型コロナウイルス感染拡大防止の

観点から、不特定多数の人との接触

を避けるため講座等を中止としまし

た。 

《評価》その他 

 

講座の開催等を通じ、環境学習の機

会提供に努めます。 

 

 

【市民課】 

生涯学習講座や小学生ふるさと教

室などを通して、環境学習の機会や

情報を提供します。 

《実績》 

小学生ふるさと教室に環境学習を

取り入れることで、学ぶ機会を提供

しました。 

《評価》目標達成 

 

小学生ふるさと教室に環境学習を

提供する機会を盛り込みます。 

 

【生涯学習課】 

 

 

 

 

 



39 

 

4-1-3 人材の活用 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

環境の様々な分野で活動している

個人（環境カウンセラー等）や団体

との交流や連携の機会を増やしま

す。 

《実績》 

静岡県地球温暖化防止活動推進員

や環境カウンセラー等の専門家と

協力し、アースキッズ事業を行った

ことにより、専門家との連携を図る

ことができました。 

 

《評価》目標達成 

 

県の研修等を利用し、市内外におい

て環境の様々な分野で活動してい

る個人や団体の交流の機会を増や

すとともに、環境に関するイベント

等において、環境カウンセラー等各

分野の専門家との連携を図ります。 

【環境課】 

《実績》 

富戸漁港内で実施した磯あそび体

験事業の中で、漁業者を講師とし、

漁業をはじめ海の環境・ルール等を

説明する座学を取り入れたことで、

専門家との連携を図ることができ

ました。 

《評価》目標達成 

 

磯あそび体験事業を継続して実施

していきます。当該事業の中に座学

を取り入れ、専門家との連携を推進

していきます。 

 

 

【産業課】 

《実績》 

環境分野で活動されている方や団

体を講師とした環境講座を開催し、

交流を図りました。 

《評価》目標達成 

 

講座等の講師を依頼することによ

り、環境カウンセラー等の専門家の

活用を推進してまいります。 

【生涯学習課】 

 

４－２ 環境保全活動・環境配慮 

 

4-2-1 環境保全活動の推進 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

消費生活特別講座等において、環境

保全活動のための情報を提供しま

す。 

《実績》 

新型コロナウイルス感染拡大防止の

観点から、不特定多数の人との接触

を避けるため講座等を中止としまし

た。 

《評価》その他 

 

講座の開催等を通じ、環境保全活動

のための情報提供に努めます。 

 

【市民課】 
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町内会やグループ、ボランティア、

NPO、事業者等が行う環境保全活動

を把握し、その支援に努めます。 

《実績》 

各行政区や町内会、ボランティア等

の地域清掃美化活動を把握し、収集

運搬の協力や物品の支給等、各種支

援に努めました。 

《評価》目標達成 

 

各種団体や事業者等が行っている

環境保全活動等を把握し、その支援

に努めます。 

 

【環境課】 

《実績》 

ボランティア団体に交付金事業等

を紹介することで、環境保全活動を

しているボランティア団体を支援

することができました。 

《評価》目標達成 

 

関係団体と連携し、森林づくりを推

進します。 

 

 

【産業課】 

環境保全活動を実践する主体間の

交流の場を設け、環境に関する情報

交換の場を提供します。 

《実績》 

新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、イベント等は実施しません

でした。 

 

《評価》その他 

 

自然環境と景観の調和について、地

域の協議会等と意見交換の場を設

けるなどして、官民一体を創出する

ように努めます。 

【建設課】 

環境保全活動の実践に当たっては、

市の施設や資材の提供に努めます。 

《実績》 

県及び他課と情報交換を行いまし

たが、資材等の提供には至りません

でした。 

《評価》その他 

 

県及び他課と連携を図り、建設発生

土の情報共有及び利用することで、

建設発生土処分等の軽減に努めま

す。         【建設課】 

海・山などを自然とふれあえる体験

の場として活用し、環境保全活動へ

の参加意識の向上を図ります。 

《実績》 

新型コロナウイルス感染拡大防止

のため、水生生物調査を中止としま

した。 

《評価》その他 

 

自然を活用した環境学習の機会を

提供し、環境保全活動への参加意識

の向上を図ります。 

【環境課】 

《実績》 

実際に自然とふれあい、今残されて

いる自然の大切さを学ぶことによ

り環境保全活動への意識の向上を

図りました。 

《評価》目標達成 

 

自然とふれあう場を積極的に設け

ることにより、環境保全活動への参

加意識の向上を図ります。 

 

【生涯学習課】 
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4-2-2 環境配慮行動の普及 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

消費生活特別講座等において、環境

にやさしい暮らしの情報を提供し

ます。 

《実績》 

新型コロナウイルス感染拡大防止の

観点から、不特定多数の人との接触

を避けるため講座等を中止としまし

た。 

《評価》その他 

 

講座の開催等を通じ、環境にやさし

い暮らしの情報提供に努めます。 

 

 

【市民課】 

城ヶ崎海岸などの観光地や観光施

設における環境美化を啓発する看

板の設置など、観光客の環境配慮意

識の向上を図ります。 

《実績》 

委託契約により観光施設の日常的

な清掃や維持管理を継続する中で、

海水浴シーズンには宇佐美海岸、オ

レンジビーチ、川奈海水浴場にごみ

箱を設置し観光客の環境配慮意識

の向上を図りました。 

《評価》目標達成 

 

観光施設の日常的な清掃を継続す

るなかで、必要に応じて環境美化を

啓発する看板を設置するなど施設

使用者の環境配慮意識の向上を図

ります。 

 

【観光課】 

広報などによる環境にやさしい暮

らしの情報提供に努めます。 

《実績》 

6 月、7 月、9 月、11 月、12 月の広

報紙において、節電、ごみの減量、

オゾン層保護、エコドライブ等の呼

びかけを行うとともに、省エネ等に

関するチラシ等を活用し、市民に環

境負荷を抑える暮らしの情報を提

供しました。 

《評価》目標達成 

 

環境月間等に合わせ、環境負荷を抑

えるため、家庭での具体的な行動等

について、広報紙で呼びかけるとと

もに、各イベントでチラシを配布

し、情報提供を行います。 

 

 

【環境課】 

マイカー通勤者の協力を得てノー

カーデーの普及啓発に努めます。 

《実績》 

公共交通機関内は人が集まりやす

い場所であり、新型コロナウイルス

感染症拡大防止の観点からノーカ

ーデーの啓発は実施しませんでし

た。 

《評価》その他 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大

が沈静しましたら、月１回の頻度で

ノーカーデーを実施します。 

 

 

【秘書課】 

《実績》 

新型コロナウイルス感染症拡大防

止の観点からノーカーデーの啓発

は実施しませんでした。 

 

《評価》その他 

 

伊東市役所地球温暖化対策推進員

とともに、マイカー通勤者に対し、

月 1日以上のノーカーデーの実践を

呼びかけます。 

【環境課】 
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4-2-3 行政の環境配慮率先行動の推進 

施策の方針 令和 2 年度の実績及び評価 令和 3 年度の取組 

各種事業施工に際しては、自然型工

法などによる環境整備を推進しま

す。 

《実績》 

水辺に生息する動植物に配慮して、

通水性や通気性に優れ、植生機能を

有するじゃかご工法を採用しまし

た。 

《評価》目標達成 

 

設計時から多自然型工法及び自然

に配慮した資材を取り入れること

を心掛け、自然にやさしい環境整備

を進めます。 

【建設課】 

伊東市役所地球温暖化対策実行計

画に基づき、市自らが率先して温室

効果ガスの削減や省エネルギー行

動に努めます。 

《実績》 

市職員一人一人が省エネルギー行動

を意識し、配慮したことにより、市

有施設の温室効果ガス総排出量につ

いて、実行計画の基準年度である平

成 25 年度と比較し、6.1％削減でき

ました。 

 

 

 

 

 

 

《評価》目標達成 

 

伊東市役所地球温暖化対策実行計

画（第 4 次エコアクションプラン）

2018 年度～2030 年度に基づき、電

気等の使用を控え、また、廃棄物の

減量を推進することで、温室効果ガ

スの排出量削減に努めます。なお、

新たな実行計画では、国の地域温暖

化対策計画（平成 28 年 5 月閣議決

定）に基づき、基準年度（2013 年

度）比で 2030 年度までに約 40％以

上削減することを目標としていま

す。 

【環境課】 

《実績》 

引続き、排出ガス対策型の建設機械

等を使用するなど、事業者の環境に

対する意識向上が図られました。 

 

《評価》目標達成 

 

設計に際して、積極的に温室効果ガ

スの削減や省エネルギーを考慮し

た資器機材を取り入れられた、新技

術、新工法を採用するように努めま

す。         【建設課】 

地球温暖化防止策として、緑の大切

さを啓発することや、緑の募金運動

を通じて、緑化を推進します。 

《実績》 

県緑化推進協会の緑の募金運動に

参加し、小中学校及び高等学校と連

携し、学校施設内の緑化活動を行

い、緑化を推進しました。 

《評価》目標達成 

 

引き続き県緑化推進協会の活動に

参加し、街頭募金の推進や市内事業

所等にも広く募金運動を働きかけ、

緑化運動に寄与します。 

【産業課】 
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省エネルギー及び自然を活用する

等の再生可能エネルギーの導入に

努めます。 

《実績》 

多くの市有施設の照明器具を LED照

明に切り替え、また、新規施設の整

備、既存施設の修繕を行う場合、省

エネルギー型の設備や機器を選択

し、省エネルギー化を図りました。 

《評価》目標達成 

 

引き続き、市有施設・設備における

省エネルギー化を加速するととも

に、再生可能エネルギーの導入につ

いて、国の補助制度を活用する等、

検討します。 

【環境課】 

市が率先して環境物品等の調達を

推進します。（国等による環境物品

等の調達の推進等に関する法律） 

《実績》 

「伊東市役所温暖化対策実行計画」

に基づき環境にやさしい物品の購入

に配慮し、環境配慮型トナーカート

リッジの単価契約を行う等、再生品

の購入を推進することができまし

た。 

《評価》目標達成 

 

物品調達については、「伊東市役所

温暖化対策実行計画」に基づき、環

境にやさしい物品購入に努めます。 

 

 

 

【庶務課】 

 


